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参加国・地域が158、参加者入場は3万3000人を突破 
～見学者は2日で2474人。1日7時時点～ 

山口県のきらら浜（山口県山口市阿知須）で開催中の第23回世界スカウトジャンボリー
（23WSJ）への参加国・地域が158となった。8月1日午前7時現在の最新集計によると、
会場入りした参加者は3万3125人。 

参加者の内訳は中高生年代を中心とするスカウトが2万2926人、引率指導者が2695人、
大会運営スタッフが7504人。日本人運営スタッフを中心に今後も参加者は増える見通し。 

国別で最も参加者が多いのは「日本」で6056人。次いでボーイスカウト発祥国である
「英国」が4003人に達する。それにスウェーデンの1883人、米国の1639人、台湾の
1214人、オランダの1024人、ドイツの1004人が続く。最も少ないのは1人で、ブータ
ン、エチオピア、マダガスカル、セイシェル、スリナム。 

一方、見学者「デー・ビジター」の入場は、7月30日が1306人、31日は1168人だっ
た。 

問い合わせ：23WS　MC部　報道担当（日本メディア） 
　　　０８０-３４１３-７８１１（報道専用）　担当　武末（たけすえ）、山崎 

大会の詳細はHPへ→ ２３WSJ　　　　http://www.23wsj.jp/index_j.html 
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